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IVIスタートアップセミナー
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・地域セミナーでのカリキュラム紹介

・IoTキットの内容紹介
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教育普及委員会 活動概要

◼IVI実践セミナー（地域セミナー）

【目的】
• IVI手法を地域中小製造業に展開
• 地域の中小製造業のネットワークをつくる

【関連イベント】
• 地域アワード
• 地域団体交流会

◼MMIT：ものづくりITマイスター指導者育成プログラム

【目的】
• 現場を起点としたボトムアップなカイゼン型のシステム構築の手法を習得
• 「製造業ＩＴマイスター」として、高度IT技術者･技能者を育成

【関連イベント】
• 地域版MMIT

3
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2022年度スケジュール

４－６月 ７－９月 １０－１２月 １－３月

地域セミナー ★募集案内
★説明会

地域団体交流会 ★5/26

地域アワード ★募集

IVIシンポジウム★

MMIT

★認定試験

4

地域セミナー

9-11地域版MMIT 12-2 MMIT

地域アワード

★ ★ ★ ★
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IVI実践セミナー
(地域セミナー）
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IVI地域セミナー
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セミナー実施
事業者

地域セミナー
事務局

ＩＶＩ
事務局

ＩＶＩ
インストラク

ター

モノづくり
ITサポーター

地域の中小
企業支援Ｇ

中小製造業
の受講者

セミナーの構成員（各グループ７～８名×４グループ）

派遣推薦

協力 協力

２０名 ４名４名

２名（実施責任者
＋事務担当者）

地域の
大企業

大企業
オブザーバー

１～最大４名

【目的】
・IVI手法を地域中小製造業に展開
・地域の中小製造業のネットワークをつくる



(C) 2021. Industrial Value Chain Initiative

IVI地域中小企業ネットワーク 2016年～2021年

2016年度 71社 83名
2017年度125社159名
2018年度 93社120名
2019年度 44社80名
2020年度 18社26名
2021年度 22社30名

大分セミナー
2017.09.15-09.16. 21社22名
2018.09.28-09.29. 11社14名

2019.09.27-09.28 6社7名
2021.09.13-09.14 7社8名

広島セミナー
2017.09.01-02. 17社21名

2018.09.01. 13社17名

長崎セミナー
2018.10.12-10.13. 12社16名 加賀セミナー

2017.08.25-08.26. 7社12名

神戸セミナー
2016.09.02-09.03. 18社19名

福井セミナー
2017.11.10-11.11. 19社25名

2018.11.16-11.17. 8社8名

鳥取セミナー
2017.11.24-11.25. 13社17名
2018.09.14-09.15. 9社15名
2019.09.19-09.20 13社22名
2020.09.10-09.11 8社11名
2021.09.09-09.10 9社15名

静岡セミナー
2016.08.05-08.06. 19社24名
2017.09.08-09.09. 17社22名
2018.10.05-10.06. 12社12名

さいたまセミナー
2017.10.27-10.28. 12社18名
2018.10.26-10.27. 15社18名
2019.09.30-10.01 11社14名

富山セミナー
2016.10.07-10.08. 19社25名
2017.10.20-10.21. 19社22名

福山セミナー
2018.08.25. 13社20名

佐賀セミナー
2016.12.09-09.10. 15社18名

岩手セミナー
2019.09.25 6社10名

2020.11.26-11.27 10社15名

山梨セミナー
2019.11.25-11.26 9社18名

長岡セミナー
2019.10.24-10.25 5社9名

タイ向けセミナー
2019年度 11名
2020年度 22名

2021年度

愛媛セミナー
2017.11.24-11.25. 13社17名
2022.02.11-02.12 6社8名
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セミナー＆フォローアップの流れ

コンセプト

現状の問題
解決手段
目指す姿

シナリオ

場面
役者
活動

フォーカス

操作
情報
モノ

ツール選択

実現性
範囲
効果

実験検証

使い勝手
拡張性

投資対効果

1.5日間のセミナー
8

業務シナリオの作成

個別のシステム実装
要素抽出・課題/現状分析
あるべき姿の導出

システム設計・具体設計
実証実験

フォローアップ

体験セミナー
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地域セミナー タイムテーブル（例）

〇/〇 〇/〇

13:00 開会あいさつ 9:00 IoTキット紹介
ガイダンス（TO-BEｼﾅﾘｵの描き
方）

13:05 全体ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 9:40 ステップ３（ステップ2続きもOK）
TO-BEｼﾅﾘｵを書く（改善編）

13:35 ステップ１
困りごとの見える化と共有

12:00 （昼食）

15:15 （休憩） 13:00 ガイダンス（価値創造の考え方）

15:30 ガイダンス（AS-ISｼﾅﾘｵの描き
方）

13:10 ステップ4
TO-BEｼﾅﾘｵを書く（価値創造編）

15:45 ステップ２
AS-ISｼﾅﾘｵを書く

14:00 （発表準備）

16:40 1日目まとめ 14:15 発表会（グループ発表）

17:00 1日目終了 15:30 全体まとめ

16:30 セミナー終了
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ステップ1のアウトプットイメージ
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タイトル

困りごと

困りごと 困りごと

困りごと

困りごと
困りご
と

困りごと

困りご
と

困りご
と

めざす姿

カテゴリ

現状と課題（ニーズ）

解決手段（シーズ）

目指す姿（ゴール）

模造紙でのアウトプット コンセプトシート

配布したマテリアルで作成 記録として残す

写真に撮る

手法

手法

手法



(C) 2021. Industrial Value Chain Initiative

ステップ2のアウトプットイメージ

11

•課題発生の原因と
なりそうな項目を
図の中に列挙して
いきます

• AS-ISでの課題発生
の要因などを書くと
TO-BE像を描くため
のヒントになります

課題：製造進捗がわからない

AS-IS見せ場となる場面

生産管理担当者

製造
指示書

仕事票を作成
し作業長の机

に置く

作業長

仕事票仕事票仕事票仕事票

ラインリーダ

仕事票を見て
ラインリーダ
に作業指示す

る

作業指示を見
て組立実施

完成品を見て日
報作成

生産管理へ提出

製造
日報

・仕事票が無くなる
・仕事票を忘れる
・順番がわからなくなる

・日報作成が
遅れる
・トラブル優
先で日報を
書かない

・ホワイトボードよりも口頭
指示になっている
・古いボードでよく読めない

業務やり取
りチャート

ホワイ
トボード

仕掛品

ホワイトボードでのアウトプット
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ステップ3のアウトプットイメージ
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• IoTを活用すればこん
な風に変えられるなど
のアイデアを盛り込ん
でTO-BEの業務やり
取りチャートを描いてく
ださい

• ITツールやIoTの適用
によって、AS-ISのどの
ようなところが変化する
のか列挙していきます

課題：製造進捗がわからない

ホワイトボードでのアウトプット

TO-BE見せ場となる場面

生産管理担当者

製造
指示
情報

仕事票を作成
し作業長の机

に置く

作業長

仕事
リスト
情報

ラインリーダ

作業指示を見
て組立実施

完成実績を音
声入力で登録

完成実
績情報

・製造指示書を電子化して
生産管理者がインプットする

・リアルタイム
に製造進捗
がわかる

・ホワイトボードの代わりに液
晶モニタを使う

業務やり取
りチャート

・仕事リスト情報として生産
管理システムに登録する

・液晶モニタに仕事リストを表
示する
・ラインリーダもモニタの仕事リ
ストを見て作業する

マイク
仕掛品

ディス
プレー
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最終まとめのアウトプットイメージ
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TO-BE像が実現された場合の価値，効果をディスカッションし
リストアップしていただきます。

ディスプレー
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リモート対応やツール習得、コミュニケーションなど
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リモート会議でディスカッションしながら、デジタルホワイトモードmiroで図を描きイメージを共有する。
IVIの困りごと分析→AS-ISモデル→TO-BEモデル→IoT適用のシナリオを有効活用可能。

ＩＶＩ地域セミナー
・会場とオンライン（Zoom）により開催し、チャート作成にデジタルホワイトボードサービス（miro）を活用
・受講者は会場集合（※自社参加もあり）、IVIインストラクターはリモート参加
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2022年度地域セミナー
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本来の地域セミナーの内容から実証実験・実装をより加速させるためサービス強化

サービス 日数 形態 内容 特徴

1 体験セミナー 1日間
リアル 困り事、課題整理、As-Is作成、

ToBe作成
疑似的な課題に基づき、
IVI手法の一連の流れを
体験できる講師のみ

オンライン

2 地域セミナー 1.5日間

リアル 1日目 困り事・課題整理
As-Is作成

2日目 As-Is作成、ToBe作成

困り事を共感・共有した
上で、参加企業のリアル
な課題解決方法を模索で
きる

講師のみ
オンライン

全員オンライン

3 価値創造セミナー
全5回
（3H/回）

リアル

第1回 As-Is作成
第2回 As-Isブラッシュアップ

困り事・課題整理
第3回 ToBe作成
第4回 価値創造
第5回 To-Do

費用対効果検討

通常の地域セミナー
に加え、ToBeに少し加

えることにより、更なる
価値を創造し、費用対
効果のアップを目指す

価値創造セミナーを新設

目指す姿（課題解決方法） ＋ 少しのアイデア ＝ 新たな価値創造
費用対効果の向上
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「製造業ITマイスター指導者」
育成プログラム

Meister of Manufacturing Information Technology
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製造業ITマイスター指導者(MMIT)とは？

17

✓現場を起点としたボトムアップなカイゼン型のシステム開発を基本とし、それを自社内に
段階的に実装していくプロセスを中核となって進めることができる人材。

✓人と機械が共生しつつ常に進化する生産システムを対象として、デジタル技術とデータ
を最大限に活用したものづくりによって、企業の競争力を高めることができる人材。

✓ボーダレスなものづくりのビジネス環境の中で、他の企業、他の地域の生産システムとつ
ながるためのオープン＆クローズ戦略を具現化することができる人材。

✓仕事の流れを価値の流れとしてとらえるとともに、IoTを活用してその一部をデータに置き
換えることで可能となる価値創造を、新たなシステムとしてデザインできる人材。

☆現場起点で発想し、デジタル技術を駆使して、新たな価値を創造するなど、
自社のデジタル改革を推進し、かつ人材育成や指導を行う！！

Meister of Manufacturing Information Technology
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プログラムで習得する３つの力

18

データ収集・蓄積力 データ分析・活用力

デジタル改革推進力

＊IoT技術を駆使して現場から
デジタル情報(データ等）を収集する
＊データベース等を構築し、
情報を蓄積/管理する

＊蓄積した情報を分析/加工/活用する
・データ解析
・ＡＩ
・データの見える化
等

＊現場とともに、デジタル改革を推進する
＊現場業務を理解し、新業務や新たな価値を創造する



(C) 2021. Industrial Value Chain Initiative

スケジュール

回数 プログラム内容

1 製造業ＩＴ導入ワークショップ

2 ＩoＴ実装技術の修得１

3 ＩoＴ実装技術の修得２

4 データ分析技術の修得

5 PBL（事例企業の調査研究）

6 PBL（事例企業の調査研究）

7 ＩoＴ実装技術の適用1

8 ＩoＴ実装技術の適用2

9 ＩoＴ実装技術の適用2

10 修了判定試験、最終発表

19
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実習の様子

20

電子工作からスタート
・押しボタンスイッチ
・LED

・ブザー
・温湿度センサー
・人感センサー
・カメラ

システム構築へ発展
・データベースサーバー
・Webサーバー
・クラウドBIツールの活用など
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IoT利活用システムを試作

21
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製造業ITマイスター資格制度

22

ＩＴマイスター補

ＩＴマイスター認定

今回の研修
プログラム

製造業ＩＴマイス
ター指導者育成プ

ログラム

修
了

試
験

自社あるいは関
係企業にて実際
の開発を実施

実施
報告
書の
作成

資
格
申
請

資
格

試
験

研
修

申
込 認定された各セミナーにて

インストラクターとしての
実務経験（３回以上）

合格 合格活動実績ポイント

ＩＴマイスター
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IoT実習キット 概要紹介
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IoTキットのポイント

◼安価なシングルボードコンピュータを使い、各種センサーを
接続して、IoT利活用のきっかけとなるように準備したキット
です

◼狭い範囲でスタートができるように、エッジ端末だけで動作
できるようにしています

◼ユーザー側での開発が容易になるソフトウエアを使ってい
ます

◼全ての部品をインターネット通販で購入可能なものにしてい
ます
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IoT実習キット

WiFi
ルーター

インターネット

Raspberry Pi 3 B
Grove Base HAT

WindowsPC
有線LAN

Node-REDアプリケーション

VNCでのデスクトップ表示
ブラウザでのNode-RED

エディタ表示

NFCリーダー

新規ノードダウンロード

• スイッチでLチカ
• 温度センサの見える化
• 信号灯監視
• ICカードで工程進捗管理
• 電流センサで設備電源監視＆時系列データ処理
• 人体検知センサで監視カメラ
• 加速度センサで振動計
• ラズパイからLINEにメッセージ

加速度センサ 人体検知センサ

温度センサ

LED

電流センサ

キャップ付きスイッチ

光センサ

特徴
簡単にIoT実験ができるキット
はんだ付け不要
高度なプログラミング不要

カメラ
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Raspberry pi（3 model B）

GPIO：Input Output

USB port×4

Wired LAN

HDMI

CPU
ARM processor
Clock 1.4GHz
4core

MicroSD card slot

Power
MicroUSB

Camera 
connector

特徴
安い（＄35）
通常のPCにはないGPIOがある（IoTに向いている）
オープンソースのソフトウエアが沢山使える

様々なセンサーやアクチュエーターを
接続してIoTツールとして活用可能
Linuxコンピュータとして動く

WiFi

June/24/2019
Raspberry pi 4 Model B released
CPU power is tripled
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Grove Base HATとは
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Grove Base HATとは Raspberry 
Pi に各種センサー類を半田付け
なしで繋げるための GPIO 拡張
ボードです。
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Node-REDについて

28

Node-REDは、特別なプログラミング技術が不要で、IoTアプリケーションを
簡単に作ることができるオープンソースソフトウェアです。

Node-REDはハードウェアや様々なデバイスを、Webサービスや様々なソフトウェアと接続する為に、
IBMのオープンソースプロジェクトとして、2013年に開発が始まりました。

その後、Node-REDが急速に進展し、IoT全般で使用することができるツールになりました。
またNode-REDが特に優れているのは、全世界の開発者が参加するコミュニティーが成長し続けており、
新しいノードがどんどん追加され、様々なタスクを処理することが可能になっている事です。

センサ

アナログ

画面入力
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豊富なサンプルや事例も提供（センサデバイスの使い方から）

温度センサー計測値の見える化 ICカードで進捗管理 etc. ビーコンで所在確認 etc.



(C) 2021. Industrial Value Chain Initiative

豊富なサンプルや事例も提供（SNSやエッジAIの活用まで）
Lineにメッセージ etc. 7セグ文字やQRコード認識 etc. エッジAIで機械学習、人体姿勢推定



詳しくはyoutube IVIチャンネルで

IoTキットは、情報システム専門家でなくて
もIoTを実践できる入門キットです。
自社へのIoT導入のきっかけにしてください。

https://www.youtube.com/watch?v=0x08z2JOMTs&list=PL4Rq-PZ08Ue8ciGILEBV07TP48a27v_Hm

https://www.youtube.com/watch?v=0x08z2JOMTs&list=PL4Rq-PZ08Ue8ciGILEBV07TP48a27v_Hm
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ご静聴ありがとうございました。

２０２２年度スタートアップセミナー


